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5月19日，福祉センタ -2階の調理室に集ま った� 13

昭和53年� 5月� l日現在

41 

141

到女計 --¥ 

世帯数� 1，931 男� 4，0

の翠

うと ，11年前から毎年� 3-4回の慰問を続けています。� 人口�  8，182 女� 4，� 

家 蚕
庭室
等尋天
理望
で・茎

慰
問

'78 


':;:;号月; !!:D::i:/

町民のうごき
母子福祉会 (会長 ・高田マサエさん)では，年寄り

だけの世帯に，手づくりの家庭料理を味わってもらお

名は， 母子福祉会の地区代表者。さっそく調理にい

みなさん料理は得意とあって包丁さばきやl床つけは

手なれたもの。今回のメニューは，山菜を材料に使っ

たちらしとちまき，それにわらびもち。� 3時間後には

すべての料理ができあがり，折り箱にきれいに盛り付

けられると，代表者によって19世帯のお年寄りにそれ

ぞれ届けられました。

母子福祉会は� 6月25日にも社会福祉協議会と共催

して，単独老人世帯を招いて屋島や鳴門で研修会も計

画。研修に奉仕にと活発な活動を続けている組織です。

出生� 6 7 

死亡� 2 

転入� 8 17 25 

+王出 20 18 38 

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
母子福祉社会が老人世帯を慰問手づくりの家庭料理で

MUS04
テキストボックス
町民のうごき



l 

昭和53年� 6月 1日 カ込

「開校.グ社会総合大学� 

つ ら 第96号 (2) ザコ

つ
の
あ
と
、
桜
木
町
長
、
中
西
県
議
会

議
員
、
岡
本
社
会
教
育
委
員
長
か
ら

の
祝
辞
を
い
た
だ
き
、
高
齢
者
教
室
、

婦
人
学
級
な
ど
の
各
学
部
の
紹
介
が

行
わ
れ
た
後
、
県
教
育
委
員
会
の
石

堂
康
光
先
生
の
「
あ
す
の
生
活
の
設

計
」
と
題
し
た
記
念
講
演
が
あ
り
ま

し
た
。こ

の
記
念
講
演
の
内
容
は
、
人
生

(生
活
)
は
ま
さ
に
回
り
舞
台
の
よ

う
な
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
舞

台
に
は
、
主
役
場
面
が
あ
り
、
そ
れ

を
分
け
て
考
え
て
み
る
と
、
次
の
よ

う
な
七
つ
の
場
が
お
互
い
に
関
係
を

も
ち
合
っ
て
舞
台
を
構
成
し
て
い
る

と
い
う
も
の
で
す
。

一
、
基
本
の
場
・
生
れ
て
独
立
す

今
年
で
三
年
目

を
迎
え
る
社
会
総

合
大
学
の
開
講
式

が
、
五
月
九
日
福

祉
セ
ン
タ
ー
三
階

で
開
か
れ
ま
し
た
。

」貴新しく墨絵教室を加え」

社
会
総
合
大
学

は
目
ま
ぐ
る
し

く
変
ぼ
う
す
る
現

代
社
会
の
中
で
、

町
民
相
互
の
連
帯

意
識
を
深
め、

白


か
ら
学
び
、
考
え
、


生
涯
を
通
じ
て
学


ぼ
う
と
、
こ
の
講


座
を
設
け
た
も
の


で
す
。
式

典
は
、
吉田
川

教
育
長
の
あ
い
さ

社会総合大学学部案内� 
る
ま
で
基
本
を
得
る
場

の
目
標
に

一
致
し
た
設
計
が
、
必
要

二
、
学
ひ
の
場 

知
出向

・
学
留
修

で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
締
め
く
く
ら

養
す
る
場

れ
ま
し
た
。

三
、
職
業
の
場
:
ー
勤
労
を
し
て
収

入
を
得
る
場

凶
、
養

育

の

場

家

族

と

共

に

養

詰問
さ
れ
た
り
、
し
た
り
の
場

五
、
遊
び
の
場
。
明
日
の
活
力
の

再
生
産
の
た
め
、
趣
味
な
ど

六
、
奉
仕
の
場
:
・
明
る
い
ふ
る
さ

と
づ
く
り
に
奉
仕
・
還
元
の
働
き

か
け
の
場

七
、
け
じ
め
の
場
「
尊
敬
」

「
敬

慕
」
の
気
持
が
先
輩
た
ち
よ
り
体

験
と
指
導
を
通
じ
て
生
活
の
中
で

自
然
に
身
に
付
け
教
訓
と
す
る
場

こ
れ
ら
の
場
を
ふ
ま
え
て
、
生
活

e
e
e
-

¥ )  

、、~

(
O

学 部 学 習 内 容 時間 人民

中

央

ま昨

座

①高齢者教室
交通安全，同和教育， レクリ ェ-/ョ ン� 

映画鑑賞，健康相談，薬草 等
27 100 

② 綿入学級
料理教室，同和教育，明るい家庭，趣味� 

の悶芸，手芸，町政学習，消費行政等
40 60 

③ 青年教室
体力づくり ，町政学習，野外活動，� i映画

鑑賞.同和教育� .務付，ダンス等� 
60 25 

④乳幼児学級
野外活動，遊びとしつけ，同和教育，元� 

気な体，測定と記録，病気とけが等
25 30 

成人大 学
⑤(芸術学級� )

文選化択. 芸術� l{短歌学級� (俳句， 川柳� ) 
コース 習字学級司主主絵教室� 

50 60 

⑥ PTA学級
聖子外活動， リーダ 研修，広報活動，� 

球技大会，同和教育，生活指導等
55 

⑦詩� l吟教室 岳芯i九徳島詩H今会，勝浦支部活動 毎l週凹

③ 開放講座
適時講師を招いて講演，研修会を聞く，

趣味の園芸，食品加工，手芸等� 
数回 希望者

⑨I也区講座
各地区の公会堂をお借りして，仲間やグ

/レープで研修します。
遡1寺 希望者

今
回
、
昭
和
五
十
二
年
分
所
得
税

の
特
別
減
税
が
行
わ
れ
、
次
の
金
額

が
還
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

還
付
き
れ
る
金
額
は
、
本
人
は
六

千
円
、
控
除
対
象
配
偶
者
や
扶
養
親

族
は

一
人
に
つ
き
三
千
円
と
し
て
計

算
し
た
金
舗
で
す
。
た
だ
し
、
昭
和

五
十
二
年
分
の
所
得
税
額
の
方
が
少

な
い
と
き
は
、
そ
の
税
領
ま
で
と
な

り
ま
す
。

そ
こ
で
、
そ
の
あ
ら
ま
し
を
説
明

し
ま
し
ょ
う
。

〈
還
付
を
受
け
ら
れ
る
人
〉

選
付
を
受
け
ら
れ
る
の
は
、
昭
和

五
十
二
年
分
の
所
得
税
を
納
め
た
人

で
す
。
た
だ
し
、
利
子

・
配
当
な
と

の
源
泉
分
離
課
税
の
所
得
税
に
つ
い

て
は
還
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

〈
還
付
方
法
と
そ
の
手
続
〉

・
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
場
合

本
年
六
月

一
日
現
存
に
お
い
て
昨

年
と
同
じ
会
社
に
勤
務
し
て
い
る
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
は
、
六
月 
1
七
月
こ
ろ
、

勤
務
先
か
ら
還
付
さ
れ
ま
す
。
し
か

し
、
給
与
以
外
に
所
得
が
あ
っ
た
り

二
か
所
以
上
か
ら
給
与
を
も
ら

っ
て、

八
八
六

二

五

一

い
る
た
め
に
確
定
申
告
を
し
た
人
で
、

番
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い

。

勤
務
先
か
ら
還
付
し
き
れ
な
い
分
が

あ
る
と
き
は
、
そ
の
分
に
つ
い
て
は
、

次
に
説
明
す
る 

事
業
所
得
者
な
ど

H

の
場
合 

と
同
じ
方
法
で
還
付
さ
れ

ま
す
。

-
事
業
所
得
者
な
ど
の
場
合

事
業
所
得
者
な
ど
確
定
申
告
を
し

て
納
税
し
た
人
は
、
六
月
末
ご
ろ
に

税
務
署
か
ら
特
別
減
税
に
つ
い
て
の

お
知
ら
せ
が
送
付
さ
れ
ま
す
か
ら
、

こ
れ
に
同
封
し
て
あ
る
還
付
請
求
書

用
紙
に
所
要
の
事
項
を
記
入
し
て
、

税
務
署
に
送
り
返
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
う
し
ま
す
と
、
税
務
署
か
ら
還
付

金
の
支
払
通
知
書
が
送
ら
れ
て
き
ま

す
か
ら
、
こ
の
支
払
通
知
書
に
よ
っ

て
郵
便
局
で
還
付
金
を
受
取
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

-
そ
の
他
の
人
の
場
合

今
年
に
な
っ
て
、
五
月
末
ま
で
に


退
職
し
た
人
や
、
昨
年
中
途
で
退
職


し
た
人
な
ど
は
、
税
務
署
へ
還
付
請


求
を
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
場
合
、


昭
和
五
十
二
年
分
の
確
定
申
告
書
を


提
出
し
て
い
な
い
人
は
、
期
限
後
の


確
定
申
告
を
し
て
、
特
別
減
税
を
受


け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。


く
わ
し
い
こ
と
は
、
税
務
相
談
室 

H

九
三
三
)

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス

MUS04
テキストボックス
所得税の特別減税本人六千円扶養者一人につき三千円
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山川野国名名谷角岩西谷山江原、 本 内 瀬山野
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続

本

市

則

山
山
対
宇

一
郎

来

城

森

本

守

泉

原
田
喜
八
郎

寒
川

源
八

栗

城

初

江

前
…
田
フ
ジ
エ

呑

口

順

治

稲

川

定

雄

花

関

究

浦

田

義

照

横

山

道

一子

林

寅

平

岡

恒

雄

ま反 与� nli 
)11" ，，� ""

婦

三

殺
意
」
1

正
川 

4
1

川
川

hi

1'11. 

オ反;

人

ふ、� 
A 

山
耕一一一役
賞
、注
え
げの
紹
介
れ


新
し
い
役
員
に
、
次
の
か
た
が
た

が
決
ま
り
ま
し
た
。

役
員
さ
ん
は
、
町
行
政
と

の
バ

イ

プ
役
と
し
て
、
ま
た
各
地
区
の
福
祉

や
保
健
衛
生
な
ど
地
域
活
動
の
推
進

に
奉
仕
、
活
叩
附
し
て
く
れ
ま
す
。

闘
っ
た
こ
と
、
気
が
つ
い
た
こ
と

が
あ
れ
ば
、
遠
慮
な
く
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

白山持卜沼イ!

中

間

功

ム
イ円
J

光 手IJ J交 iE月月 統武
男<!:tt 雄 ー チ 祥夫�  

瀬

川

附

衛

丸

闘

償

保
健
部
長
さ
ん

上

国

重

一山
氏
石
木

崎

山

麓

子

新

附

鶴

肘

甚

一

清
水
ア
サ
エ

鈴

江

政

子

細

川

弘

子

出
幸
夫 

(
今
山
) 

叫

倒

瀬

与
川
内

坂

本

原
山
石
佐
郎
次

江

中

井

修

谷

光

井

鴎

問
上
白
川
キ
ヌ
「

同
五
十
川
義
己

山

新

居

福

与
川
内
側
米
清
出
力
泉
原

池

田

千

忠

山

本

坂

部

誠

一

本

松

田

慎

一
郎
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内
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義

彦

新
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淳
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口

森
夫

会

長

井

副

会

長

三

崎
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今 i

稚

好

彬

平

秀

夫

松

下
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井
上
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郎正

高
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小
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中
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幸
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中
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間
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H
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中
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会
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村

英
回
岡
瑞
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( 

H

)

信
(
石
原
) 

呑

口

久

子

(

横
瀬
)

前
回
ヱ
ミ
子 

(
棚
野
)

大

谷

和

恵 

(
坂
本
)

中
野
ジ
ツ
ヱ 

(
石
原
)

杉
生
ウ
タ
ヱ 

(
星
谷
)

滝
本
千
珠
子 

(
中
角
)

社
会

活

動

大

谷

高

由

(

坂

本
)

山
田
育
栄
(
与
川
内
)
高
橋
昭
弘
(
沼
江 
)

松
下
和
江
(
坂
本 
)
沢
野
和
代
(
坂
本
) 

O

夫

井

出

池
谷
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))1 

木内瀬山川野国名谷角 岩西谷 山 江原、

瀬

戸

好

男

北

山

健

次

今

岡

重

幸

樋

口

約

次

必
本
吉
五
郎

森

釘

光

明

松

騰

幸

敬

背

木

恒

夫

勝

谷

克

己

野

上

光

男

小

林

鶴

雄

坪

井

一

寛

賞

太

郎

森

下

善

一

岡

敬

二

宮

本

豊

久

内

谷

善

彦

且
'生 星中久刷

叩立

大
久
保
幸
栄
寺
尾

山
西

一
一子

岩

松

嶋

千

栄

美

前

岡

本

梅

子

松

鷹

m

角

滝

口

圭
助
市
「
間

谷

中

西

幸

一

多
国

小
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幸

一

大
下

名

戸

川

幹

雄

柿

崎

自

首

十

明

岩

本

国

幸

浦

芳

子

小

山

村
上

宗
男

野

岡

村

公

二

涼

幸
山

説
口
己
前
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川
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田

イ

ソ
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中
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名
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久

国

棚

野

情
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田

新
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(
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棚
野
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O
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部

長
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瀬
黒

岩

中
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今

山

沼
江
・石
原部

中福滝三田平高柳
田回花木岡岡山沢

親明秀賢鉄久平日裕
利宏樹 二 男宣久之

パ
レ 

(
生
名
)

玉
置
守
(
星
谷
) 

l

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
新役員さんの紹介

MUS04
テキストボックス
区長さん

MUS04
テキストボックス
民生委員さん

MUS04
テキストボックス
婦人会

MUS04
テキストボックス
青年会
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ホ
シ
カ
ミ
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リ
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中
旬
ご
ろ
に
サ
ッ
チ

ュ

ウ

コ

ト

�

 

れ、� 

に
当
て
た
ま
ま
放
置
す
る
と

日
焼
椛
状
が
山
ま
す
か
ら
、
必
ず
日

離
を
し
て
く
だ
さ
い

。
未
熟
果
や
過

熱
果
は
』
汝
値
の
も
と
で
す
。

H水

稲

五
十
倍
液
か
白
徐
剤
�
 (水
十
�
 当

り
生
石
灰

二
弘
、
ナ
タ
ネ
油
三
百
�
 

を
株
元
へ
徐
一
布
し
て
く
だ
さ
い

。

今
月
は
雨
の
日
が
多
く
、
し
か
も

病
虫
害
防
除
の
最
も
大
切
な
時
期
で

す
。
ま
た
、
田
植
も
始
リ
多
忙
な
月

と
な
り
ま
す
か
ら
、
段
取
り
よ
く
作

業
を
す
す
め
ま
し
ょ
う
。

み

か

ん

病
虫
害
防
除

そ
う
か
病
や
こ
く
て
ん
病
を
先
月


下
旬
に
防
除
め
で
き
て
い
な
い
闘
で


は
、
早
自
に
-
プ
ラ
ン
干
倍
液
か
六


六
式
ボ
ル
ト
�
 液
の
散
布
を
行
っ
て


く
だ
き
い

。

マ
ン
ガ
ン
や
ホ
ウ
ソ
欠


乏
悶
で
は
ボ
ル
ド
ー
液
と
し
、
硫
鮫


7

ン
カ
ン
か
ホ
ウ
ソ
を
、
液
十

μ
当


り
二
十
日
ろ
を
加
用
し
て
く
だ
さ
い
。
�
 

摘
果
剤
の
散
布

成
木
は
、
十
薬
に
一
果
以
上
成
っ

て
い
る
場
合
に
使
用
し
て
く
だ
さ
い

。

両
方
同
時
に
混
用
す
る
時
は
十
づ
づ

っ
と
し
ま
す
。

ヤ
ノ
ネ
カ
イ
カ
ラ
虫

イ
オ
ウ
ム
口
剤
を
五
月
に
散
布
し
て

い
な
い
図
で
は
、
中

・
下
旬
ご
ろ
に

ス
ブ
ラ
サ
イ
ド
乳
剤
二
千
倍
液
を
散

布
し
て
く
だ
さ
い

。
�
 

VV
こ
く
て
ん
病

中

・
下
旬
ご
ろ
ダ
イ
セ
ン
類
の
散

布
を
行

っ
て
く
だ
さ

い
。
�
 

※
こ
く
て
ん
病
の
発
生
は
降
雨
量
と


降
雨
時
間
に
大
き
な
関
係
が
あ
り
ま


す
。
「

一
度
散
布
し
た
だ
け
で
、
も


う
安
心
」
な
ど
と
い
う
考
え
方
は
い


J

け
ま
せ
ん
。
散
布
後
二
百
�
 
リ
以
上
の

降
雨
が
あ
れ
ば
再
散
布
し
た
方
が
よ

い
よ
う
で
す
。

バ
ラ
ン
ス
の
よ
い

食
事
を

さ
わ
や
か
な
季
節
は
食
も
す
す
み

(
ま
す
が
、
暑
さ
が
き
び
し
く
な
っ
て

)
ジ
メ
ジ
メ
し
た
梅
雨
期
の
訪
れ
と
と

川
も
に
食
欲
の
減
退
す
る
人
も
多
い
よ

(
う
で
す
。

川
ト
ン
カ
の
王
様
、
タ
ウ
ウ
ァ
ア
ウ

川
四
世
は
ご
存
じ
の
よ
う
に
、
体
重
百

一
八
十
キ
ロ
の
巨
体
の
持
ち
主
で
す
が

/
国
民
も
同
様
に
王
様
型
が
多
く、

肥

い
っ
て
い
る
の
に
寿
命
も
長
い
と
い
う

川
の
で
日
本
か
ら
老
人
医
学
や
栄
養
学

一
の
学
者
グ
ル
ー
プ
が
出
か
け
て
い
き
、

山
山
形
察
し
た
結
果
、
食
生
活
の
面
て
は

~
ト
ン
カ
は
タ
ロ
イ
モ
、
ヤ
ム
イ
モ
と

プ
由
…
が
主
な
食
べ
も
の
で
す
が
、
一
度

〈
に
必
ず
数
種
類
を
食
べ
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
す
。

そ
う
し
た
組
み
合
わ
せ
が
、
お
互

い
の
不
足
な
栄
養
素
を
補
い
あ
っ
て
、

意
外
に
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
す
。

日
本
は
、
イ
モ
の
他
、
野
菜
も
肉

も
伯
…
も
虫
出
に
あ
り
ま
す
の
で
、
自

分
に
も
っ
と
も
あ
っ
た
バ
ラ
ン
ス
の

よ
い
食
事
を
す
る
よ
う
心
が
け
た
い

も
の
で
す
。
�
 

普
通
苗
代
の
防
除

満
開
後
三
十
日
日
ご
ろ
に

二
百
�
 

で
、
単
用
散
布
を
原
則
と
し
ま
す

が
、
こ
の
時
期
に
使
用
す
る
殺
虫
剤
、

殺
菌
剤
と
は
混
用
で
き
ま
す
。

ア
ジ
ノ
ン
粒
剤
を
一

口

当
り
三
百
づ

日
中
気
槌
が
三
十
度
を
越
え
る
時

は
散
布
を
中
止
し
て
く
だ
さ
い

。


荒
摘
果


早
生
溢
州
で
は
、
今
月
中
に
似
果
、


病
虫
被
害
来
、
極
小
巣
を
中
心
に
荒

摘
果
を
行

っ
て
く
だ
さ
い

。

M

P

P

 

l

菌
代
後
期
�
 (田
植
え
七
日
く
ら
い

前
)
に
い
も
ち
病
、
ウ
ン
カ
、
ヨ
コ

ハ
イ
績
に
対
し
、
キ
タ
ジ
ン
�
 タ
イ

P

を
散
布
し
て
く
だ
さ
い
。

元
肥
の
施
用

健
全
な
生
育
を
さ
せ
る
に
は
、
土

壌
改
良
資
材
と
一花
肥
を
全
層
に
施
用

し
ま
す
。
ケ
イ
カ
ル
百
六
十
話
�
 (ま

た
は
み
つ
か
ね
肥
料
八
十
位
)

、
B
 

ヨ

|
リ
ン
四
卜
弘
、
一厄
肥
は
坂
化

リ
ン
安
-
サ
や
リ
ン

加
安
十
四
号
で

は
凹
1

、
粉
状
�
 二
十
八
号
で
は

六
十
れ
ん
が
適
当
で
し
ょ
う
。

箱
育
苗
田
植
前
の
防
除

い
も
ち
州
に
は
、
組
付
一
週
間
前


に
フ
ジ
ワ
ン
判
例
を
一
裕
当
り
七
十


4
ゴ
散
布
し
て
く
だ
さ
い
。


マ
い
し
ゅ
く
病
対
策
と
し
て
は
、
納


付
前
日
に
タ
イ
ン
ス
ト
ン
粒
剤
を

一


箱
当
り
白

ぺ
、
ま
た
は
カ
ヤ
フ
ォ
ス


粒
剤
八
卜
:
を
散
布
し
、
す
く
に
治


水
し
て
く
だ
さ
い

。


田
植

機
械
刷
、
え
の
場
合


V M
機

械

使

用

前

に

あ

ら

か

じ

め


取
り
抜
い
説
明
拘
に
よ
っ
て
各
部
の

点
検
幣
制
と
ぷ
逆
転
を
行

っ
て
お
く
。

V

夏
肥
の
施
用

普
通
温
州

下
旬
の
梅
雨
中
に
チ
ソ
ソ
ア
刊
行
ぺ

Vリ
ン
サ
ン
四
弘
、
カ
リ
川
・
六
品
料

度
を
施
用
し
て
く
だ
さ
い

。
微
量
要

素
入
り
か
つ
ら
み
か
ん
配
合
肥
料
な

ら
、
寸
日
当
り
約
三
袋
と
な
り
ま
す
。
�
 

V
八
朔

チ
ッ
ソ
八
日
、
リ
ン
サ
ン
五
%
、

カ
リ
六
%
程
度
を
地
用
し
て
く
だ
さ

い
。
か
つ
ら
み
か
ん
配
合
肥
料
な
ら

凶
袋
と
な
り
ま
す
。

ヲ

め

¥J  

収

喧

慣

ハ
寸
，
削
小
の
気
仙
の
低
い
時
に
行
っ

団
司
�
 

』

制問リιamzJUEE
制
凶
・

a
'
-
-
-
F
i
l
l

i
a
'
f

U
E

・・
�
 

一
圃

aa--p

4
F

て
く
だ
さ
い
。
コ
ン
テ
ナ
も
と
に
人

V

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
今月の農作業メモ



(5) 第96号� カミ ず~ つ ム 昭和53年 6月 1日

あよ�  1 ~_ ~~~~~ 人カ永
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たい

，ー、・、h
株
ぐ
ら
い
と
し
ま
し
ょ
う
。

良
い
�
 
U

キ
品
'
」
ト
ふ
‘
っ

。

す
む
良
い
ん
法
と
思
い
ま
す
。

似
た
ち
ク
ラ
ブ
只
も
例
入
国
地
だ

け
で
な
く
、
そ
の
技
術
を
み
な
さ
ん

に
少
し
ず
つ
で
も
知
っ
て
も
ら
お
う

と
、
依
頼
の
あ
っ
た
農
家
へ
作
業
の

九
日
川
を
見
つ
け
て
ネ
ー
ブ
ル
、
ス
ダ

チ
な
ど
の
機
木
を
行
っ
て
い
ま
す
。

山
内
を
ど
ん
ど
ん
山
村
人
し
、

新
し
い
ミ
カ
ン
産
地
形
成
の
た
め
に

私
た
ち
だ
け
で
な
く
、
町
内
の
ミ
カ

ン
民
家
の
み
な
さ
ん
と
共
に
歩
む
後

継
者
ク
ラ
ブ
作
り
を
�
 指
し
て
い
ま

H

す
。
み
な
さ
ん
、
と
も
に
が
ん
ば
り

昭
和
五
十
三
年
事
業
所


統
計
調
査
に
ご
協
力
を


六
月
十
五
日
に
、
全
国
い
っ
せ
い

に
事
業
所
統
計
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。

ニ
の
澗
奈
は
、
事
業
所
を
全
国
漏

れ
な
く
調
べ
る
も
の
で
、
我
が
国
で

は
、
国
勢
調
査
と
な
ら
ぷ
故
も
基
本

的
な
統
計
測
査
で
す
。

お
忙
し
い
と
こ
ろ
恐
縮
て
す
が
、

調
布
只
が
訓
交
に
伺
い
ま
し
た
と
き

に
は
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
申
告
さ
れ
た
こ
と
が
ら
は
、

統
計
を
作
る
た
め
だ
け
に
刷
い
ら
れ
、

そ
の
他
の
目
的
、
た
と
え
ば
、
税
金

な
ど
の
資
料
に
使
う
こ
と
は
絶
対
に

あ
り
ま
せ
ん
し
.
ま
た
、
制
夜
只
や

測
す
代
関
係
者
が
、
他
に
漏
ら
す
こ
と

は
決
し
て
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
安
心

し
て
ご
協
力
く
だ
さ
い

。

苗

床

土

の

出

り

は

ベ

ト

つ

か

粉
剤
三
日
山を
散
布
し
、
漏
水
臼
で

な
い
程
度
が
よ
い
の
で
、
国
組
前
日

粉
剤
を
用
い
て
く
だ
さ
い
。

に
十
分
泌
水
し
、
当
日
は
行
な
わ
な

い
の
が
望
ま
し
い
。

本
田
航
誕
地
・
手
植
、
え
の
場
合
よ

り
も
よ
り
一
層
よ
く
な
ら
し
、
水
深

以
内
な
ら

は

一
1
一二円
，
と
す
る
。
ま
た
土
は
手

の
必
裂
は
ち
い
が
、
迎
い
恥
欠
株

納
よ
り
も
硬
い
方
が
よ
く
、
信
で
粂

を
つ
け
る
と
ゆ
っ
く
り
土
が
も
ど
る

程
度
が
よ
い
。

凶
柑
後
三

1
凶
日
後
に
サ
タ
�
 ン
�
 

)(ln
u
u
 

M
W

〈
〈
満
額
の
年
金
を
受
け
る
た
め
に

i

¥} 

免
除
期
間
の
保
険
料
を

追
納
し
ま
し
ょ
う

国
民
年
金
の
老
齢
年
金
額
は
、
免

m
h

除
を
う
け
て
い
る
と
保
険
料
を
納
め

1 

た
人
に
く
ら
べ
て
低
い
傾
(
納
め
た

人
の

子
分
の

こ

と
な
り
、
不
利
で

す
。
そ
こ
で
、
免
除
を
う
け
た
期
川

M

の
似
険
料
を
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め

M
O

ら
れ
る
追
納
制
肢
が
あ
り
ま
す
。

。
追
一
納
で
き
る
期
間
は
、
納
め
よ
う

と
す
る
月
か
ら
過
去
十
年
間
分
に

限
ら
れ
て
い
ま
す
。

。
追
納
す
る
保
険
料
は
、
免
除
を
う

け
た
当
時
の
保
険
料
で
納
め
ら
れ

ま
す
。

。
、
}
の
払
い
込
み
は
六
十
五
歳
に
遥

水
や
冠
水
を
防
ぐ
よ
う
排
水
路
は
務

備
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い

。

前
川
に
つ
づ
き
う
ど
ん
こ
病
、
斑

点
病
、
ノ
セ
ン
チ
ュ
ウ
、
ヨ
ト
ウ
ム

シ
な
ど
の
発
生
に
注
意
し
定
期
的
予

防
散
布
に
つ
と
め
て
く
だ
さ
い
。

マ

加
工
イ
チ
ゴ
は
収
機
が
お
く
れ

巡
転
伎
術
収
価
惜
し
機
械
刈
リ

が
前
伐
と
な
る
の
で
、
ま
っ
す
ぐ
に

は
�
 

納
え
る
こ
と
。

級
制

一
株
荷
数
三

1
五
本
を

広
州
市
に
修
制
す
る
。
組
付
深
度
は
こ

イ
チ
コ

い
と
す
る
。
欠
株
率
ド
�
 
i
 

雑
草
は
早
目
に
除
き
、
ラ
ン
ナ
ー

を
悦
み
あ
わ
な
い
よ
う
配
誼
し
、
土

桜
は
川
市
に
水
分
を
似
た
せ
、
ラ
ン
ナ

ー
の
発
似
を
促
す
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。
梅
雨
期
に
入
り
ま
す
か
ら
以

補
�
 

M
W

す
る
こ
と
。

の
時
は
日
附
�
 

て
い
る
の
で
、
叫
帆
株
納
付
も
お
く
れ

除
草
剤
の
散
布

る
も
の
と
思
い
ま
す
。
�
 

Mm
付
本
数
を

l

多
く
六
�
 

の� tfni
まて ロた';ff11 ')+1 
しだ�  

桔ふ経骨方包ロ活
.~ ・ー� . ~目 m‘且一一・

/
・ ジちJ.L 介. ーー

遁 1忠.''cr母子ノ、� 
II

ク継い'昨ン�  

冬
場
予
問
の
か
か
ら
な
い
作
物
と

/i i:，_� 

エ後て抗力�  

"11

hf， 

おば!

1I?l42.J 
3 

43.12 

44.1 

45.6 

L15 I 

47.6 

4I.7 
3 
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月135岐点i前� 200円� 250円� 
'l5011.1 5501'1Mq35歳以上� 250円 300i'1 

ぶrl!!!(
11白49. I 

49.12 

50.1 

51.3 

51.4 

52.3 

5~ .4 

53.3 

月135歳未尚� 

高(q35段以上� 
900問� 1.100円� 1.400)1) 2.200F'

1叉ロiJi.i:.白'円三三日ロ1呈VJ
国 卜者ま、の
稿料臥lし 部品ネしりなしに今問�  111' ? Iftl しニとクすギ氏
のぞのま�  l町 、 y 、き物た初年日年ル 桁 て ン しラ 。41i j笠
〈ろ 美 し 内 小トカれか 。収のにのチ�  3 みニてブ 品の
ラいした�  ) 松に百いら笑彼ム級九を�  ." ま ク 、 で 陣中
つな さ が へ 烏入づに械のを月え月般にしを冬�  L ので
きどや、出(れず捌き大し卜�  {τ! こ さポた紋初、 神
がに 、表荷一徳つ主主取きま日け寸 、リ 。 的に fl~1 入品是

し
て
良
い
と
思
い
ま
す
が
、
今
後
口
川

悦
向
上
の
た
め
、
肥
川
�
 剛
仙
の
+
刀
法

mu

を
検
川
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ブ花、� 

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
か
ら
の
ミ
カ

ン

経
営
に
は

「
収
師
団
附
の
労
力
配
分
」

「危
険
凹
雌
」
「高
収
人
」
と
い
う
点

か
ら
、
同
附
柑
州
州
の
導
入
が
必
要
で
あ

る
と
思
い
ま
す
。
宵
間
接
�
 
(腹
楼
に
よ

る

一
挙
史
新
)
は
技
術
的
に
も
簡
単

で
収
総
時
ま
で
の
年
数
が
少
な
く
て

。
岐
に
払
込
み
が
で
き
な
い
と
き

は
、
分
川
払
い
も
で
き
ま
す
。

迫
納
期
川
の
保
険
料
は
、
別
表
の

と
お
り
で
す
。

ク
ラ
ブ
員
に
よ
争
ネ
ー
ブ
ル
の
高
接

Ië' QD=~~号事 |=

す
る
ま
で
�
 (年
余
の
支
給
が
始
ま

る
ま
で
)
に
払
い
込
ま
な
け
れ
ば

も
り
ま
せ
ん
。

りつ�  

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
国民年金シリーズ満額の年金を受けるために

MUS04
テキストボックス
ニューグリーンクラブ複合経営有望品種の導入を
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明るい選挙啓発シリーズ

今
ま
で
、
ず
っ

と
候
補
者
の
ポ
ス

タ
ー
や
抽
出
説
な
ど

を
見
た
り
聞
い
た

り
し
て
き
ま
し
た
。

私
た
ち
み
ん
な

の
願
い
で
あ
る
「
平

和
で
豊
か
な
住
み
よ
い
社
会
」
そ
れ

は
、
よ
い
政
治
に
よ
っ
て
生
ま
れ
、

よ
い
政
治
は
明
る
く
正
し
い
選
挙
を

す
る
こ
と
に
よ

っ
て
生
ま
れ
る
も
の

だ
と
思
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
選
挙
を
き
れ
い
に
す


る
た
め
に
は
町
の
先
に
立
つ
良
い
候


補
者
を
正
し
い
選
挙
で
、
選
、
山
こ
と


だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に
は
、
ま
ず


候
補
者
の
一
人
ひ
と
り
が
確
か
な
考
え

、「ノ



を
持
た
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
す
。


で
も
だ
れ
だ

っ
て
口
先
で
は
、
何


で
も
言
、
え
る
が
実
際
や
っ
て
み
る
と


な
か
な
か
で
き
ま
せ
ん
。


選
挙
を
き
れ
い
に
す
る
と
は
、
ど

の
よ
う
な
選
挙
を
言
う
の
で
し
ょ
う
。

投
票
日
に
忘
れ
ず
投
票
す
る
こ
と
で

し
ょ
う
か
。
た
だ
投
票
用
紙
に
候
補

者
の
名
前
を
普
い
て
投
票
箱
に
入
れ

み
ん
な
か
ら
信
頼
さ
れ
る
よ
う
な
候

補
者
を
自
分
の
考
え
で
選
ぶ
こ
と
で

す
。
そ
れ
に
は
、
そ
の
人
の
日
ご
ろ

の
考
え
方
や
態
度
に
関
心
を
持
ち
、

候
補
者
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
人
か
ど

う
か
を
見
さ
だ
め
て
お
く
こ
と
が
、

大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
新
聞
や

ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
な
ど
の
選
挙
公
報

に
よ
っ
て
選
挙
の
知
識
を
た
か
め
る

こ
と
も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
第
二

に
は
、
選
挙
が
終
わ
れ
ば
、
み
ん
な

知
ら
ぬ
顔
を
す
る
人
が
多
い
よ
う
て

す
が
、
そ
れ
で
は
だ
め
だ
と
患
い
ま

す
。
選
ん
だ
人
が
、
当
選
し
た
後
ど

の
よ
う
な
こ
と
を
し
、
ど
ん
な
仕
事

を
す
る
か
見
き
わ
め
る
こ
と
で
す
。

そ
れ
が
き
れ
い
な
選
挙
を
し
責
任
の

あ
る

一
票
を
投
じ
た
こ
と
に
な
る
の

だ
と
思
い
ま
す
。

さ
ら
に
選
ば
れ
た
人
は
、
自
分
の

公
約
し
た
こ
と
に
責
任
を
持
ち
、
実

行
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

今
で
は
、

二
十
歳
以
上
の
人
に
選

挙
権
が
与
、
え
ら
れ
て
い
ま
す
が 
‘
品目

は
二
十
五
歳
以
上
の
男
子
で
、

一
定

の
額
以
上
の
税
金
を
納
め
て
い
る
人

だ
け
に
、
選
挙
権
が
与
、
え
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
考

え
て
み
る
と
、
北
自
の
人
は
い
く
ら
選

挙
を
し
た
く
て
も
、
で
き
な
か
っ
た

人
が
た
く
さ
ん
い
た
の
で
す
。
今
は

自
分
の
思
っ
た
と
お
り
に
選
挙
が

で

き
る
の

で
す
。

大
人
の
人
た
ち
よ
り
、
選
挙
権
の

与
え
ら
れ
な
い

子
と
も
の
方
が
、
選

挙
の
や
り
方
に
つ
い
て
詳
し
い
よ
う

に
思
い
ま
す
。

私
た
ち
が
言
い
た
い
こ
と
は
、
も

っ
と
大
人
た
ち
に
選
挙
権
の
大
切
さ

を
自
覚
し
て
も
ら
い
た
い
こ
と
で
す
。

そ
し
て
自
分
の
考
え
を
は

っ
き
り
持

ち
、
正
し
い
判
断
力
で
選
ん
で
も
ら

い
た
い
も
の
で
す
。
そ
う
す
れ
ば
、

私
た
ち

一
人
ひ
と
り
の
家
庭
も
平
和

に
な
り
、
そ
れ
が
明
る
い
町
、
よ
い

国
へ
と
つ
な
が
る
の
で
す
。
日
本
の

国
民
全
部
が
、
こ
の
よ
う
な
考
え
で

投
票
す
れ
ば
、
今
ま
で
の
よ
う
な
暗

い
ニ
ュ
ー
ス
ば
か
り
の
、
不
安
な
世

の
中
に
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

常
に
町
民
全
体
の
こ
と
を
考
え
、

さ
ら
に
未
来
に
希
制
一
あ
持
て
る
よ
う

な
き
れ
い
な
選
挙
、
明
る
い
町
が
作

れ
る
よ
う
努
力
し
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。

候
補
者
に
つ
い
て
十
分
に
知
っ
た

う
え
で
、
自
分
の
考
え
と
意
見
に
も

と
づ
い
て
、
考
、
ぇ
選
び
抜
い
た
候
補

者
に
投
薬
し
て
こ
そ
、
り
っ
ぱ
な
選

挙
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

選
挙
権
の
あ
る
す
べ
て
の

人
が
、

こ
の
よ
う
も
選
挙
が
行
え
る
と
い
う

こ
と
は
、
ど
ん
な
に
望
し
い
こ
と
で

ーし
ょ
、
っ
。

し
か
し
、
な
か
に
は
お
金
と
か
品

物
で
質
収
す
る
人
が
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
不
正
な
選
挙
を
、
候
補
者
も

有
権
者
も
反
省
し
て
、
明
る
く
正
し

い
さ
れ
い
な
選
挙
を
し
、
住
み
よ
い

社
会
を
作
り
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

電
縄
電
信
属
品 

願
い

Msa

\~ 

グ
電
話
用
配
管
を

お
忘
れ
な
く
グ

電
話
用
配
管
が
な
い
お
宅
で
は
、

電
話
を
つ
け
る
た
め
に
、
せ

っ
か
く

美
し
く
仕
上
っ
た
お
部
屋
の
壁
や
柱

に
、
穴
を
あ
け
た
り
、
電
話
線
が
は

っ
た
り
し
て
、
美
観
や
調
和
を
著
し

く
損
な
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
電
話
用
配
管
が
な
い
た
め


に
、
電
話
の
増
設
や
、
移
転
の
工
事


が
出
来
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。


住
宅
の
新
築
、
増
改
築
を
計
画
さ


れ
て
い
る
場
合
は
、
設
計
図
の
段
階


か
ら
電
気
や
水
道
と
同
じ
よ
う
に
、


電
話
用
配
管
を
お
考
え
く
だ
さ
い
。


電
話
の
ご
相
談
は
勝
浦
局
二

0
0
0

番 
(無
料
)
へ

。

ホ選挙をきれいに

するためにF 

(今山� )

高木 一子

て
お
け
ば
そ
れ
で
、
正
し
い
選
挙
が

で
き
た
と
思
っ
て
い
る
人
も
い
る
で

}し
ょ
、
っ
。

し
か
し
そ
れ
が
、
き
れ
い
も
選
挙

と
一言
え
る
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
で

は
あ
ま
り
に
も
無
賃
任
だ
と
思
い
ま

す
。選

挙
の
と
き
い
い
か
げ
ん
に
投
票

を
し
て
お
い
て
何
か
事
が
あ
る
と
、

政
治
が
懇
い
と
か
言
っ

て
、
な
ん
で

も
政
治
の
せ
い
に
す
る
人
が
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
主
人
は
本
当
に
真
剣
に
、

政
治
の
こ
と
を
考
え
て
い
な
い
の
だ

と
思
い
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
ほ
ん
と
う
め
き
れ
い

な
選
挙
と
は
、
ど
ん
な
こ
と
で
し
ょ

そ
れ
に
は
ま
ず
、
第

一
に
選
挙
権

の
あ
る
人
は
正
し
い
考
え
を
持
ち
、 
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・
香
典
返
し
に
か
え
て

金
・
退
院
祝	

l

~\

三
万

円

金

倉

橋

省

一

さ

ん

(

久

高

井

勝

さ

ん

(

西

谷

英

二
さ

ん

(

生

た

ば

こ

鈎

個

山
本

国名名国名原 山

一
夫
さ
ん 

(生

瀧

豊

水

き

ん

松
村
静
夫
さ
ん 
(久

中

古

衣

料

金

二

万

円

米

津

ヒ

デ

子

き

ん

(

生

名

)

奥
口
忠
雄
さ
ん 
(中

以

上

が

、

町

善

意

銀

行

に

寄

せ

ら

金

五

万

円

れ

た

も

の

で

す

。


幸

泉

恒

太

郎

さ

ん

(

石

ま

た

、

錦

内

祥

郎

さ

ん

(

横

瀬

)

か


石

本

渡

さ

ん

(

生

ら

生

比

奈

保

育

所

と

沼

江

保

育

所

に

、


金

十

万

円

こ

い

の

ぼ

り

の

セ

ッ

ト

と

ポ 

ル
が

山
田 

{一ホ

夫

さ

ん

(

坂

贈

ら

れ

ま

し

た

。

心

か

ら

お

礼

申

し

本町の消防団長が

県消防協会の副会長に 

昭和53年 4月27日に郷土文化会館で開かれた，

県消防協会の総会で，役貝の改選が行われ， 本町

消防団長の末広正太郎さん(坂本)が徳島県消防協

こ
ざ
い
ま
し
た

あ
り
が
と
う

本

上
げ
ま
す
。

会副会長に選任され

まし fこ。

末広正太郎さん

(坂本) 

金

三
万
円

福

良

伴

こ
さ
ん
(
坂

・
そ
の
他

金	

三
千
円


綿

花

守

さ

ん

(

与

川
内 
)


金

一

万

円

本

山
田
房
夫
さ
ん 
(坂

二
万
円

(棚

野 岡 本

F圧 長

大久保和 子

(今山) 

病
人
食
の
実
習
な

ど
地
域
の
実
情
に

あ
っ
た
活
動
を
す

す
め
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

健
康
で
明
る
い

文
化
生
活
は
す
べ

て
の
人
々
の
強
い

今
山
に
母
子
愛
育
班
が
誕
生

本
町
で
の
愛
育
班
は
、
昭
和
四
十

九
年
に
坂
本
地
区
で
発
足
し
、
実
践

活
動
を
つ
づ
け
、
多
く
の
実
績
を
あ

げ
て
い
ま
す
が
、
四
月
十
九
日
今
山

地
区
に
も
こ
の
愛
育
班
が
誕
生
し
ま

し
た
。当

日
は
、
終
木
町
長
、
中
西
県
議
会

議
員
、
県
公
衆
衛
生
課
長
、
小
松
島

保
健
所
長
の
ほ
か
多
数
の
ご
出
席
を

い
た
だ
き
、
愛
育
班
貝
五
十
数
名
も

参
加
し
、
同
町
大
に
結
成
式
を
行
う
こ

と
カ
で
き
ま
し
た
。

愛
育
班
は
、
全
国
各
地
に
住
民
の

自
主
的
な
活
動
と
し
て
結
成
さ
れ
、

住
民
の
保
健
と
福
祉
、
特
に
「
母
と

子
の
し
あ
わ
せ
の
た
め
」
の
い
ろ
い

ろ
な
問
題
の
解
決
を
目
指
し
て
意
見

の
交
換
、
研
究
や
相
談
な
ど
、
お
互

に
手
を
た
ず
さ
、
え
て
ゆ
た
か
な
町
づ

く
り
を
笑
現
し
よ
う
と
す
る
組
織
で

す。
私
た
ち
今
山
愛
育
班
の
実
践
活
動

と
し
て
は
、
十
世
帯
程
度
を
世
話
役

の
班
員
が
受
け
持
ち
、
家
庭
を
訪
問

し
、
相
談
相
手
と
な
り
、
成
人
病
や

乳
児
健
康
診
断
、
保
健
衛
生
の
普
及
、

ね
が
い
で
す
。
今
山
地
区
住
民
の
皆

さ
ん
が
愛
育
班
に
積
極
的
に
参
加
し

て
い
た
だ
き
、
よ
り
以
上
に
幸
わ
せ

な
生
活
づ
く
り
を
め
き
し
て
く
だ
さ

る
こ
と
を
望
ん
で
い
ま
す
。
班
員
は

会
員
の
皆
き
ん
と
声
を
か
け
あ
い
、

手
を
結
ん
で
家
庭
と
地
域
の
生
活
向

上
に
努
力
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

地
域
住
民
の
皆
様
が
た
の
ご
協
力

と
暖
か
い
ご
支
援
を
心
か
ら
お
願
い

す
る
と
と
も
に
、
今
山
地
区
に
芽
ば

え
た
愛
育
の
花
を
勝
浦
町
全
域
に
咲

か
せ
す
ば
ら
し
い
実
り
を
ね
が

っ
て

い
ま
す
。

水
道
ひ
の
事
館

防
ご
う
グ

子
供
の
水
の
事
故

初
夏
の
訪
れ
と
と
も
に
、
い
よ
い

よ
本
格
的
な
水
の
季
節
を
迎
え
ま
し

そ
。
水
遊
び
、
魚
釣
り
、
ポ
ー
ト
遊

び
、
水
泳
な
ど
は
夏
の
代
表
的
な
レ

ジ
ャ

ー
で
す
が
、
常
に
危
険
が
伴
う

だ
け
に
、
毎
年
多
く
の
子
供
た
ち
が

水
の
事
故
で
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

去
年
、
県
内
で
発
生
し
た
水
の
事

故
は
、
三
十
三
件
あ
り
、
そ
の
う
ち

子
供
の
事
故
は
二
十
二
件
発
生
し
、

十
三
人
が
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
原
因
も
幼
児
が
ほ
と
ん
ど
を

占
め
、
保
護
者
が
目
を
離
し
た
わ
ず

か
の
ス
キ
に
事
故
に
あ
っ
て
い
ま
す
。

子
供
の
水
の
事
故
は
、
交
通
事
故
の

か
げ
に
か
く
れ
て
見
過
ご
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
交
通
事
故
死
者
(
子
供
は

九
人
)
に
比
べ
て
四
人
も
多
く
な

っ

て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
が
本
格
的
な
水
の
季
節
。

保
識
者
は
も
ち
ろ
ん
、
地
域
ぐ
る
み

で
水
の
事
故
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。
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男
子
は
与
川
内

女
子
は
久
国
が
優
勝

女
子

優

勝

準
優
勝

三

位

中横久

地
区
対
抗
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
は
、

四
月
二
十

一
日
か
ら
二
十
七
日
ま
で

の
七
日
間
、
勝
中
体
育
館
に
男
子
十

二
チ
!
ム
と
女
子
十
二
チ 
l
ム
が
参

加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

二
十
七
日
に
は
、

各
ブ
ロ
ッ
ク
の

勝
利
チ
ー
ム
に
よ
る
決
勝
リ
ー
グ
戦

が
行
わ
れ
、
男
子
の
部
て
は
与
川
内
、

女
子
の
部
で
は
久
国
が
そ
れ
ぞ
れ
優

勝
し
ま
し
た
。

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

男

子

優

勝

国
チ
ー
ム

瀬
チ 

ム
l

山
チ
ー
ム

与
川
内
チ
ー
ム

準

優

勝

機

瀬

チ

ー

ム

三

位

中

山

チ

ー

ム

お
誕
生
お
め
で
と
う

中

野

勝

第

敏

阿

部

操

嬬

純

雄

久

積

賀

川
桝
知
場
茂

東

原

博

松
村
和
男

尾

花

消

梅
山
博
司

長長 二 長長長長長長 二
男女女男女男女女男女

智

子学
純

子

早
百
合

紀

之
麻

希

尚

樹

恵

美

慶

子

慾

作

ご
結
婚
お
め
で
と
う

鈴

木

良

昭

山
口
都
久
美

「

坂

本

/
飯
谷
町

ヘ

掛

谷

/
石
井
町

ヘ

生

名

/
愛
媛
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